



























































































































































































25 歳未満 3	 0.	5	 2.	7
25 ～ 30 歳未満 21	 3.	4	 9.	6
30 ～ 35 歳未満 30	 4.	9	 9.	7
35 ～ 40 歳未満 46	 7.	4	 10.	8
40 ～ 45 歳未満 54	 8.	7	 12.	8
45 ～ 50 歳未満 78	 12.	6	 12.	8
50 ～ 55 歳未満 100	 16.	2	 17.	6
55 ～ 60 歳未満 169	 27.	3	 17.	4
60 歳以上 117	 18.	9	 6.	6








































































































ave. s. d. ave. s. d. 
1 前回の授業内容のまとめを示す 2.	10 .	91 2.	12 .	90 -.	333
2 授業の始めに目標を設定する 2.	22 .	97 2.	29 1.	03 -.	811
3 生徒に何を学んで欲しいかを説明する 2.	09 .	91 2.	01 .	92 1.	100
4 新しい学習内容と過去の学習内容がどのように関連しているか説明する 2.	42 .	92 2.	43 1.	00 -.	030
5 明らかな解決法が存在しない課題を提示する 3.	04 .	96 3.	13 .	87 -1.	300
6 批判的に考える必要がある課題を与える 2.	97 .	90 3.	07 .	89 -1.	363
7 生徒を少人数のグループに分け、問題や課題に対する合同の解決法を出させる 2.	72 .	99 3.	02 .	90 -3.	911 ***
8 複雑な課題を解く際に、その手順を各自で選択するよう生徒に指示する 2.	83 .	93 3.	01 .	86 -2.	515 *
9 教室でのルールを守るよう生徒に伝える 2.	03 .	97 1.	98 .	95 .	675
10 自分の話を聞くよう生徒に伝える 2.	10 .	98 2.	05 .	94 .	662
11 規律を乱している生徒を静かにさせる 2.	28 1.	08 2.	19 1.	06 1.	063
12 授業の始めに、すぐに静かにするよう伝える 2.	53 1.	12 2.	54 1.	15 -.	148
13 新しい知識が役立つことを示すため、日常生活や仕事での問題を引き合いに出す 2.	18 .	89 2.	12 .	88 .	796
14 全生徒が単元の内容を理解していることが確認されるまで、類似の課題を生徒に演習させる 2.	72 .	87 2.	73 .	88 -.	133
15 完成までに少なくとも一週間を必要とする課題を生徒に与える 3.	21 .	92 3.	37 .	82 -2.	385 *
16 生徒に課題や学級での活動に ICT（情報通信技術）を活用させる 2.	88 .	97 3.	03 .	98 -1.	907

















































第 1因子が先に挙げた PKないし PCKに関する学























-.	28 .	93 .	25 .	95 -6.	922 ***
⑵	教材内容に含ま




.	08 .	83 -.	12 .	91 2.	790 ***
各因子の因子得点平均（平均が低いほど学べたと思う）



















31 私は、教える教科の具体的な授業を想定した学習指導案の作成の仕方について、大学で学んだ。 3.	28 1.	09 .	917 .	021 -.	192
26 私は、適切な学習指導案の作成の仕方について、大学で学んだ。 3.	29 1.	15 .	866 .	011 -.	130
11 私は、教える教科の学習評価の考え方を大学で学んだ。 3.	34 1.	06 .	843 .	063 -.	088
14 私は、学習評価の基本的な考え方を大学で学んだ。 3.	33 1.	04 .	835 .	081 -.	078
10 私は、学級・生徒・教員・教室・教材などの授業を構成する基礎的な要件について大学で学んだ。 3.	21 1.	04 .	833 .	007 -.	031
19 私は、教える教科について、発展的な学習内容について探求し、学習指導をどう進めるかについて、大学で学んだ。 3.	19 1.	06 .	815 .	033 .	044
18 私は、教育の目的に適した指導技術について、大学で学んだ。 3.	17 1.	07 .	815 -.	043 .	048
30 私は、より効果的な授業のために必要な教材の活用の仕方について大学で学んだ。 3.	15 1.	03 .	811 .	008 .	035
23 私は、教える教科の特性に応じた教材の活用方法と授業での活かし方について、大学で学んだ。 3.	24 1.	11 .	804 .	035 .	095
7 私は、教える教科の個別の学習内容について、指導上の留意点などを大学で学んだ。 3.	03 1.	05 .	771 -.	071 .	048
22 私は、教師としての話法、話し方や板書の仕方について、大学で学んだ。 3.	46 1.	10 .	769 .	115 .	043
15 私は、教える教科の背景となる学問領域との関係を考え、教材研究をする方法を大学で学んだ。 3.	07 1.	08 .	758 -.	050 .	061
3 私は、教える教科について、学習指導要領の目標や内容について大学で学んだ。 2.	91 1.	03 .	731 -.	038 -.	030
2 私は、子どもたちに求められる資質・能力を育成するために必要な教育の方法について大学で学べた。 2.	92 .	96 .	707 -.	055 .	076
27 私は、教える教科における実践研究の動向について、大学で学んだ。 3.	18 1.	10 .	699 -.	058 .	081
6 私は、教育方法の基礎的内容について大学で学んだ。 2.	78 1.	02 .	656 -.	135 .	045
28 私が大学で学んだ内容は、教えている教科の内容にほとんど関係無い。 3.	41 1.	12 .	017 .	755 -.	091
12 私が大学で最も真剣に取り組んだ勉強・研究は、教えている教科の内容や教育学とは縁遠い。 3.	13 1.	12 .	022 .	742 -.	080
13 私は、教科の背景となる学問領域の学習は大学卒業まであまりしなかった。 3.	35 1.	06 .	090 .	682 -.	203
32 私が大学で身につけた知識は、教えている教科の内容や教育学以外のものが多い。 2.	81 1.	08 .	014 .	679 .	208
4 私が大学で専攻したのは、教えている教科の内容や教育学と関係の無い専攻だった。 3.	22 1.	20 .	030 .	647 -.	021
16 私が大学で学んだことは、高校で教員として働くには関係が薄い、学問的・専門的内容だった。 2.	98 1.	15 -.	134 .	625 .	034
24 私が大学で受けた授業の多くは、教えている教科の内容や教育学の内容以外だった。 2.	98 1.	12 -.	092 .	624 .	220
21 私は、授業中に少し脱線して話すような、教科の背景となる学問領域の話題を大学で学べた。 2.	82 1.	09 .	036 .	069 .	728
29 私は、授業にも活かしているかもしれない、豊かな教養を大学で学べた。 2.	38 .	98 .	039 -.	020 .	672
17 私は、直接の授業内容ではないが、生徒に関心を持たせるのに役立つ、教科に絡んだエピソードを大学で学べた。 2.	83 1.	08 .	261 .	012 .	598
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